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Table 1 論題の因子パターン











①授業の内容をまとめたもの .01 .77 .59





Item F1 F2 共通性
④アカデミック・リテラシーの習得レベルを測るため .98 −.05 .93











Item F1 F2 F3 F4 共通性
④コピペが疑われる .93 -.33 .01 -.03 .68
⑦日本語の文章が不適切だ .93 .07 -.11 .23 .70
⑤論理性に欠いている .57 .24 .03 -.21 .72
⑪レポートではなく感想文・作文の
域を脱していない
.52 .20 .17 -.10 .65
⑩体裁が不適切だ -.06 1.00 -.02 .17 .84
⑨レポートの構成が不適切だ -.16 .98 .07 .01 .88
⑧資料の用い方（引用）が不適切だ .09 .69 -.12 -.31 .74
①提出期限を守らない -.03 .02 .95 .27 .80
②字数が足りない -.11 -.11 .81 -.34 .73
③テーマ（レポート論題）からずれ
ている
.31 .14 .57 .03 .76
⑫新たな事実の発見や見解が足りな
い
-.08 -.03 -.05 -.97 .85
因子寄与 4.00 3.82 3.48 2.19
α係数 .79 .87 .77 ---
ω係数 .88 .93 .90 .85
Table 4 初年次ライティング指導へのニーズの因子パターン
Item F1 F2 共通性
⑤資料検索スキル .93 -.07 .84
⑧問い立て .84 .02 .72
⑥引用の仕方 .81 -.10 .60
④発表力 .69 -.01 .48
⑦論理性 .48 .38 .51
②語彙力 -.04 .89 .76
①日本語の文章技法 -.17 .86 .68



















平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
初年次ニーズ
レポート作成スキル 3.94 0.89 4.30 0.54 3.87 0.88




3.80 1.34 3.45 0.96 3.04 1.27
授業内容の理解度 4.25 0.68 4.26 0.94 4.46 0.58
論題
調査型レポート 0.33 0.31 0.35 0.26 0.19 0.30
授業内レポート 0.25 0.35 0.33 0.40 0.33 0.39
問題点
基本的な不備 3.45 1.03 3.75 0.64 3.79 0.88
形式面の不備 3.50 0.97 3.63 0.69 3.31 1.09
前提の不備 2.77 1.18 3.06 0.96 2.92 1.10
発見の不足 3.50 1.18 3.71 1.01 3.08 0.90
評価の観点
形式 4.32 0.46 4.05 0.63 4.07 0.78
作成の努力 3.55 1.30 3.81 0.73 3.75 1.18
内容 3.50 0.78 4.07 0.66 4.04 0.92



























調査型レポート .03 .06 .20 .05
授業内レポート -.05 -.03 .05 -.18
出題意図
アカデミック・リテラシーの訓練・評価 -.33+ -.04 -.29+ -.12




-.42* -.28 -.36+ .28+
授業内レポート×アカデミック・リテラ
シーの訓練・評価
-.05 -.09 .01 .01
調査型レポート×授業内容の理解度 -.20 -.17 -.14 -.48**
授業内レポート×授業内容の理解度 .17 .27 .28 .15
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アカデミック・リテラシーの訓練・評価 .50** .21 .45** .25
授業内容の理解度 -.23+ -.10 -.49** -.33+
問題点
基本的な不備 -.06 -.14 -.30 -.47
形式面の不備 .03 .41 .32 .68**
前提の不備 .09 -.08 .21 .14
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をどのように進めているのか、データをどのように扱っているのか等、レ
ポート作成のプロセスを分析的に可視化するなかで、学生たちがどのよう
な困難に躓いているのかを明らかにすることは重要である。こちらは実際
に学生とともにレポートライティングを進める教育実践を通じて探求する
とともに、レポートライティング指導にあたっている教員へのヒアリング
も有効と思われる。
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